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荒 友 会 2 0 2 1 0 1

( 1 ) ２０１８年１０月１０日 第６００号

11月16日(金)14時～16時

希望者は前日までに予約を

10月初組合員数＝1993人(+1人)

発 行 所

東京土建一般労働組合荒川支部

東京都荒川区荒川６-３-１

TEL(3892)9131 FAX(3892)9381

発行者・津田宗久／編集長・増山國吉

http://www.doken-arakawa.org/

定
年
後
は
余
生

老
後
で
は
な
く

「
自
分
の
時
代
」

と
捉
え
る
。
超
高

齢
社
会
で
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
目
指
し
て

シ
ニ
ア
市
場
に
参
入
す
る
企
業

が
増
え
て
い
る
が
、
実
績
が
出

て
い
る
情
報
は
少
な
い
。
理
由

は
シ
ニ
ア
の
実
態
が
つ
か
め
て

い
な
い
か
ら
だ
。
シ
ニ
ア
人
口

は
増
え
て
い
る
が
、
年
齢
の
幅

が
広
く
、
現
役
時
代
の
環
境
、

生
き
方
な
ど
で
思
考
に
も
大
き

な
違
い
が
あ
る
。
人
口
の
27
％

を
占
め
る
シ
ニ
ア
層
は
安
易
な

調
査
で
は
実
態
が
見
え
な
い
。

様
々
な
デ
ー
タ
を
ま
と
め
、

シ
ニ
ア
市
場
を
「
学
ぶ
時
代
20

年
」
と
「
働
く
時
代
40
年
」
、

定
年
後
の
「
自
分
の
時
代
20

年
」
と
人
生
を
３
つ
に
分
け
て

分
析
。
「
学
ぶ
時
代
・
働
く
時

代
」
は
上
を
目
指
す
方
向
に
向

か
う
が
「
自
分
の
時
代
」
は
体

力
・
知
力
が
低
下
す
る
時
期

で
、
意
欲
や
思
考
の
差
が
大
き

い
。
定
年
後
に
無
職
の
人
は
年

金
収
入
と
資
産
を
取
り
崩
す
生

活
に
な
り
、
支
出
も
減
る
。
交

際
な
ど
も
控
え
、
必
需
品
へ
の

出
費
が
中
心
と
な
る
。
一
方

で
、
保
有
資
産
が
多
い
、
定
年

後
も
働
く
シ
ニ
ア
は
余
裕
は
あ

る
が
、
楽
し
み
方
、
活
躍
の
仕

方
が
わ
か
ら
な
い
。
「
新
た
な

挑
戦
」
「
若
さ
の
維
持
」
な
ど

の
潜
在
ニ
ー
ズ
や
、
新
た
な
発

想
で
新
規
需
要
を
創
造
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
行
方
不
明

の
２
歳
児
を
発
見
し
話
題
に
な

っ
た
尾
畑
春
夫
さ
ん
（
78
才
）

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
生
き

が
い
。
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
輝
い
て

い
る
シ
ニ
ア
で
す
。(

虎
）

【
組
織
部
発
】
９
月
28
日
、
秋
の
拡
大
中
間

決
起
集
会
を
支
部
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

本
部
か
ら
芳
井
常
任
中
執
が
激
励
に
来
て
下

さ
り
、
後
半
戦
に
向
け
て
参
加
者
全
員
で
最
後

ま
で
頑
張
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

１
月
１
日
現
勢
２
０
０
８
人
に
対
し
１
９
９

３
人
で
折
り
返
し
、
秋
の
拡
大
目
標
は
71
人
の

と
こ
ろ
22
人
の
到
達
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
目
標
を
達
成
し
て
い
る
分
会
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
主
婦
の
会
は
一
足
先
に
目
標
を
達
成

し
て
い
ま
す
。
町
屋
南
と
日
暮
里
一
分
会
は
新

加
入
者
が
活
動
に
参
加
し
た
り
と
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
行
動
日
も
わ
ず
か
と
な
り
ま
す
。

支
部
目
標
の
達
成
に
向
け
、
全
分
会
で
最
後
ま

で
奮
闘
し
、
打
上
式
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

【
町
屋
南
・
澤
元
達
雄
通
信

員
】
９
月
に
新
加
入
し
た
吉
田

雅
志
さ
ん
が
拡
大
行
動
、
中
間

決
起
集
会
に
も
初
参
加
し
て
く

れ
て
町
屋
南
分
会
は
こ
れ
か
ら

の
後
半
戦
に
新
た
な
戦
力
が
加

わ
り
ま
し
た
。

拡
大
行
動
で
は
町
会
会
館
に

10
人
程
集
ま
り
い
つ
も
そ
こ
か

ら
手
分
け
し
て
組
合
員
訪
問
や

未
加
入
者
へ
の
電
話
掛
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

後
半
戦
は
土
建
タ
イ
ム
ス
を

武
器
に
事
業
所
へ
の
訪
問
や
昼

間
の
行
動
を
主
に
行
っ
て
新
加

入
者
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。 新加入者も参加

土建タイムスを貼る様子

【
日
暮
里
一
・
川
又
好
一
記

者
】
日
暮
里
一
分
会
の
拡
大
行

動
は
、
堀
井
分
会
長
が
セ
ン
タ

ー
に
一
番
早
く
到
着
し
て
い
ま

す
。
行
動
に
参
加
す
る
方
々

に
、
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
」
の
挨
拶
か
ら
始
め

て
、
人
数
が
揃
う
と
２
〜
３
人

で
班
に
な
っ
て
、
組
合
員
訪
問

や
未
加
入
者
拡
大
行
動
を
、
毎

回
行
い
ま
す
。
組
合
員
訪
問
す

る
と
、
「
新
し
く
分
会
長
に
な

り
ま
し
た
堀
井
で
す
」
と
元
気

に
挨
拶
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。
一

緒
に
訪
問
す
る
組
合
員
も
思
わ

ず
元
気
で
、
ニ
コ
ニ
コ
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

飛
び
込
み
訪
問
で
も
、
相
手

に
理
解
を
頂
け
る
様
に
言
葉
を

選
ん
で
、
話
し
を
す
る
こ
と
は

印
象
が
と
て
も
良
い
と
思
い
ま

す
。
拡
大
し
た
新
た
な
組
合
員

へ
は
、
必
ず
挨
拶
に
伺
い
、
分

会
の
活
動
や
、
バ
ス
ハ
イ
ク
は

春
・
秋
の
新
加
入
者
は
、
無
料

で
参
加
で
き
る
事
な
ど
を
、
伝

え
て
い
ま
す
。
訪
問
後
は
内
容

を
メ
モ
し
て
次
回
の
訪
問
に
活

か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

結
果
が
直
ぐ
出
な
い
飛
び
込

み
拡
大
で
は
、
仕
事
の
話
し
を

す
る
事
か
ら
始
ま
り
、
「
困
っ

た
事
が
無
い
か
」
ま
た
「
東
京

土
建
は
建
設
業
関
係
者
が
頼
れ

る
組
合
で
す
か
ら
、
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
と
話
し
を
し

て
い
ま
す
。
行
動
が
終
わ
る

と
、
班
の
仲
間
と
本
日
の
行
動

確
認
を
し
て
、
分
会
セ
ン
タ
ー

に
戻
り
、
報
告
を
し
ま
す
。
分

会
長
は
次
回
の
行
動
日
を
伝
え

日
暮
里
一
分
会

て
参
加
者
確
認
も
し
て
い
ま

す
。町

屋
南
分
会

組合員訪問をする様子

第６次行動日

10月18日（木）・19日（金）

第７次行動日

10月24日（水）・25日（木）

拡大後半戦

ラストスパート！

団結ガンバローをする五箇谷副執行委員長



お れ た ち( 2 ) ２０１８年１０月１０日 第６００号

【
荒
川
・
磯
部
正
三
記
者
】

９
月
20
日
午
後
、
雨
が
降
る

中
、
厚
生
労
働
省
前
に
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
関
西
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
大
阪
訴
訟
の
大
阪
高
裁
判

決
が
あ
り
、
こ
の
裁
判
は
か
つ

て
ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
う
建
設
現

場
で
働
き
、
肺
が
ん
や
中
皮
腫

な
ど
に
な
っ
た
関
西
や
四
国
に

住
む
大
工
や
塗
装
工
な
ど
19
人

に
つ
い
て
国
な
ど
に
賠
償
を
求

め
た
も
の
で
す
。

判
決
を
待
つ
中
、
東
京
土

建
、
年
森
書
記
次
長
は
「
国
に

10
連
勝
、
企
業
に
も
勝
利
、
１

人
親
方
も
補
償
さ
れ
る
判
決
が

出
る
は
ず
。
京
都
の
判
決
は
完

アスベスト訴訟 大阪 ２審判決

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
は
、
２
０
０
８
年
に
首
都
圏
で
始
ま

り
、
現
在
ま
で
に
、
５
つ
の
地
方
裁
判
所
で
、
国
の
責
任
を
認
め

る
勝
訴
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
１

月
29
日
の
京
都
地
裁
判
決
で
は
、
初
め
て
建
材
メ
ー
カ
ー
の
責
任

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
多
く
の
原
告
が
、
全
国
で
闘
っ
て

い
ま
す
。
２
０
１
６
年
１
月
の
１
審
判
決
が
認
め
な
か
っ
た
「
一

人
親
方
」
と
呼
ば
れ
る
個
人
事
業
主
へ
の
国
の
責
任
も
認
定
し
、

賠
償
額
が
計
約
９
７
０
０
万
円
（
原
告
14
人
分
）
か
ら
大
幅
に
増

額
さ
れ
た
。
同
種
訴
訟
は
全
国
で
15
件
あ
り
、
高
裁
判
決
は
４
件

目
。
国
は
10
回
連
続
の
敗
訴
と
な
り
ま
し
た
。

【
藤
川
直
樹
＝
社
保
対
部

長
】
６
月
か
ら
群
会
議
に
お
い

て
、
土
建
国
保
へ
の
補
助
を
求

め
る
ハ
ガ
キ
要
請
に
取
り
組
ん

で
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

土
建
国
保
へ
の
都
費
補
助
に

つ
き
ま
し
て
は
９
月
20
日
午

前
、
姫
路
直
樹
書
記
と
共
に
東

日
暮
里
に
あ
る
滝
口
学
都
議
会

議
員
（
都
民
フ

ァ

ー

ス

ト

の

会
）
の
事
務
所

を
訪
ね
、
土
建

国
保
へ
の
都
費

補
助
の
賛
同
署

名
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

滝
口
氏
は
快

く
そ
の
場
に
て

署
名
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

頂
い
た
賛
同

署
名
は
、
他
の
選
挙
区
の
都
議

会
議
員
の
署
名
と
一
緒
に
、
10

月
10
日
都
庁
で
の
福
祉
保
健
局

交
渉
の
際
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
土
建
国
保
へ
の
国
庫

補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
９
月
21

日
午
前
、
姫
路
書
記
と
共
に
山

谷
え
り
こ
参
議
院
議
員
（
自
民

党
）
と
浜
野
喜
史
参
議
院
議
員

（
国
民
民
主
党
）
の
参
議
院
議

員
会
館
の
事
務
所
を
訪
ね
、
国

庫
補
助
の
要
請
文
を
渡
し
て
き

ま
し
た
。

８
月
末
に
厚
生
労
働
省
が
財

務
省
へ
提
出
し
た
国
保
組
合
関

係
の
概
算
要
求
は
、
現
行
水
準

の
補
助
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
予
算
で
都
費
か

ら
も
国
庫
か
ら
も
キ
チ
ン
と
補

助
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

建設国保の育成強化

協力を要請

署名する滝口学都議会議員

【
日
暮
里
一
・
堀
井
龍
二

通
信
員
】
「
さ
よ
う
な
ら
原
発

全
国
集
会
」
が
17
日
、
渋
谷
区

の
代
々
木
公
園
に
て
８
千
人

（
主
催
者
発
表
）
が
集
ま
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
司
会
は
俳
優

の
木
内
み
ど

り
さ
ん
で
進

め
ら
れ
、
呼

び
か
け
人
の

ル
ポ
ラ
イ
タ

ー
の
鎌
田
慧

さ
ん
が
主
催

者
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。

フ
ク
シ
マ

か
ら
の
訴
え

で
は
、
神
奈

川
県
内
に
避

難
を
し
て
い

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」

９
・
17
全
国
集
会

璧
だ
っ
た
。
全
て
の
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
を
救
済
す
る
為
、
補

償
基
金
創
設
に
議
員
要
請
は
大

事
な
こ
と
で
す
」
東
京
地
評
・

松
森
事
務
局
長
は
「
国
は
何
回

負
け
れ
ば
わ
か
る
ん
だ
！
」
と

厚
生
労
働
省
に
向
か
っ
て
大
き

な
声
で
訴
え
ま
し
た
。

午
後
２
時
半
過
ぎ
、
大
阪
よ

り
国
と
メ
ー
カ
ー
双
方
に
賠
償

を
命
じ
る
と
と
も
に
、
一
人
親

方
に
対
す
る
国
の
責
任
も
認
め

る
と
い
う
原
告
側
全
面
勝
訴
の

判
決
が
で
た
と
入
り
ま
し
た
。

大
阪
高
裁
の
江
口
と
し
子
裁

判
長
は
、
１
審
が
認
め
な
か
っ

た
「
一
人
親
方
」
も
国
が
保
護

す
べ
き
だ
っ
た
と
判
断
し
、
救

済
の
範
囲
を
広
げ
、
合
わ
せ
て

２
億
１
８
０
０
万
円
を
賠
償
す

る
よ
う
国
に
命
じ
ま
し
た
。
一

連
の
裁
判
で
国
の
責
任
を
認
め

る
司
法
判
断
は
10
件
連
続
と
な

り
、
国
に
救
済
を
迫
る
声
が
さ

ら
に
高
ま
る
も
の
と
み
ら
れ
ま

す
。窪

田
副
委
員
長
は
「
１
日
も

早
く
全
て
の
被
害
者
の
救
済
を

す
べ
き
だ
。
国
は
何
度
や
っ
て

も
判
決
を
覆
す
事
は
出
来
な

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

今
後
は
国
・
企
業
と
の
交

渉
が
始
ま
る
事
と
な
り
ま
す
。

国を断罪

大阪からの判決を報告する様子

10度連続で

建材メーカーにも賠償命令

都
議
会
議
員
要
請
行
動
を
実
施

る
「
福
島
原
発
訴
訟
か
な
が
わ

原
告
団
」
の
村
田
弘
さ
ん
が

「
ま
だ
福
島
の
問
題
は
終
わ
っ

て
い
な
い
。
未
だ
に
故
郷
に
帰

れ
ず
に
埼
玉
や
千
葉
に
身
を
置

い
て
い
る
。
安
ら
げ
る
家
は
な

い
。
そ
れ
で
は
生
き
て
い
け
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
福
島
原

発
刑
事
裁
判
支
援
団
の
佐
藤
和

良
さ
ん
も
「
裁
判
で
、
東
電
が

地
震
・
津
波
対
策
の
必
要
性
が

わ
か
っ
て
い
た
の
に
、
経
営
優

先
で
対
策
を
怠
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
７
年
も
経
っ

て
い
る
の
に
原
発
問
題
は
終
わ

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
責
任

を
判
決
で
は
っ
き
り
さ
せ
た

い
」
と
支
援
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。活

断
層
の
多
い
日
本
で
は
私

も
原
発
は
い
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
デ
モ
に
参
加
し
て
今
後
も

呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

東
京
土
建
荒
川
支
部
で

は
、
仲
間
の
仕
事
確
保
の

取
り
組
み
と
し
て
地
域
住

民
の
住
宅
改
修
相
談
を
受

け
付
け
、
仲
間
に
紹
介
す

る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相

談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
常
設
セ
ン
タ

ー
開
設
後
９
年
間
の
累
計

実
績
は
、
相
談
件
数
８
０

３
件
・
う
ち
施
工
数
４
３

４
件
・
施
工
額
２
億
３
，

４
６
３
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

昨
今
は
悪
質
な
業
者
に

よ
る
強
引
な
勧
誘
や
手
抜

き
工
事
な
ど
も
増
え
て
お

り
、
住
民
の
「
信
頼
の
で

き
る
地
元
の
業
者
に
工
事

を
頼
み
た
い
」
と
い
う
要

求
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
元
に
暮
ら
し
、
地
元
で

働
き
、
地
元
の
仕
事
に
責

任
を
も
つ
建
設
職
人
で
あ

る
私
た
ち
の
強
み
を
活
か

し
、
地
域
住
民
の
要
求
に

応
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

登
録
の
諸
条
件
や
お
申

し
込
み
は
組
合
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
な
お
、
新
規
会
員
登

録
は
常
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
現
在
、
屋
根
・

板
金
工
の
登
録
が
な
い
た

め
急
募
し
て
い
ま
す
。

福島原発訴訟かながわ原告団
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ま
し
た
。

参
加
者
は
大
人
25
人
、
子
供

８
人
、
全
体
で
33
人
で
し
た
。

目
的
地
へ
到
着
す
る
ま
で
の

２０１８年１０月１０日 第６００号

天
皇
制
と
は
、
「
広
辞

苑
」
に
は
天
皇
が
君
主
と
し

て
存
在
す
る
統
治
体
制
。
特

に
、
神
聖
不
可
侵
の
天
皇
が

統
治
権
を
総
攬
し
、
直
属
の

文
武
の
官
僚
が
そ
の
権
力
を

行
使
す
る
絶
対
主
義
的
政
治

機
構
、
並
び
に
天
皇
を
統
治

・
倫
理
の
中
心
と
す
る
政
治

・
社
会
体
制
。
明
治
維
新
に

成
立
、
明
治
憲
法
で
法
的
に

確
立
、
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
天
皇
の
権
力
が
明

治
憲
法
で
法
的
に
保
障
さ
れ

る
以
前
の
、
江
戸
時
代
（
１

６
０
３
年
〜
１
８
６
７
年
）

の
十
五
代
に
及
ぶ
、
天
皇
の

立
場
は
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
。徳

川
家
康
が
時
の
百
七

代
、
後
陽
成
天
皇
（
朝
廷
）

か
ら
征
夷
大
将
軍
の
任
命
を

受
け
、
江
戸
幕
府
を
開
い
て

か
ら
12
年
後
に
二
代
目
将
軍

秀
忠
が
、
武
家
諸
法
度
・
禁

中
並
公
家
諸
法
度
（
き
ん
ち

ゅ
う
＝
皇
居
・
宮
中
、
な
ら

び
に
、
く
げ
＝
朝
廷
）
を
定

め
、
朝
廷
を
監
視
し
大
名
な

ど
と
の
交
際
を
許
可
制
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
武
家
諸
法

度
に
よ
り
大
名
は
城
や
大
型

船
を
作
る
こ
と
も
禁
止
さ

れ
、
三
代
目
将
軍
家
光
は
武

家
諸
法
度
を
改
定
し
て
、
外

様
（
と
ざ
ま
）
大
名
に
参
勤

交
代
を
命
じ
て
莫
大
な
金
を

使
わ
せ
、
幕
府
に
謀
反
を
起

こ
す
要
素
を
摘
み
取
る
こ
と

に
懸
命
で
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
幕
府
は
幕
末
の
西
欧
列

強
の
力
の
前
に
力
尽
き
矢
が

折
れ
た
。

９
月
30
日
、
当
日
は
台
風
24

号
の
影
響
で
天
気
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
出
発
時
の
小
雨
程

度
で
無
事
開
催
す
る
事
が
で
き

【
町
屋
南
・
薄
井
章
通
信

員
】
９
月
９
日
、
支
部
会
館
３

階
に
て
参
加
者
36
人
（
書
記
含

む
）
で
高
齢
者
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

藤
川
部
長
よ
り
何
歳
か
ら
で

も
筋
肉
は
増
や
せ
る
「
シ
ニ
ア

の
筋
ト
レ
・
骨
ト
レ
の
す
す

め
」
ミ
ニ
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
加
齢
に
よ
る
筋
肉
の
低
下

は
、
転
倒
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま

す
。
外
出
が
減
り
、
他
者
と
の

接
触
も
同
時
に
減
少
し
身
体
機

能
や
脳
の
活
性
も
低
下
す
る
そ

う
で
す
。

①
片
足
立
ち
・
椅
子
に
つ
か

ま
り
（
片
手
）
片
足
を
少
し
上

げ
る
左
右
１
分
ず
つ
（
左
右
１

分
間
ず
つ
×
１
日
３
セ
ッ
ト
）

行
う
筋
ト
レ
②
ハ
ー
フ
ス
ク
ワ

ッ
ト
、
椅
子
に
つ
か
ま
り
（
片

手
）
ゆ
っ
く
り
と
腰
を
下
ろ
し

ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
、
５

〜
６
回
１
日
３
セ
ッ
ト
、
③
椅

子
を
使
っ
た
筋
ト
レ
、
11
秒
以

内
に
５
回
立
ち
上
が
る
×
１
日

３
セ
ッ
ト
な
ど
で
す
。

ま
た
、
運
動
後
（
少
し
時
間

を
置
い
て
）
た
ん
ぱ
く
質
（
牛

乳
・
豆
乳
）
を
取
る
と
筋
肉
を

増
や
す
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
ミ
ニ
学
習

終
了
後
、
姫
路
書
記
よ
り
一
日

の
流
れ
の
説
明
が
あ
り
、
送
迎

バ
ス
に
乗
り
草
加
健
康
セ
ン
タ

ー
へ
出
発
し
ま
し
た
。
30
分
程

で
現
地
に
到
着
し
受
付
を
済
ま

せ
、
薬
効
成
分
の
入
っ
た
４
種

類
の
湯
舟
（
サ
ウ
ナ
も
あ
る
）

に
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
に
湯
を

楽
し
み
ま
し
た
。

全
員
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
藤

川
部
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
食

事
・
ビ
ー
ル
・
お
酒
・
焼
酎

（
水
割
り
な
ど
は
自
分
で
）
な

ど
を
楽
し
み
、
し
ば
ら
く
歓
談

し
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
も
あ
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
次
回
も
楽
し
み
で
す
。
皆
さ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

茨
城
県
、
か
す
み
が
う
ら
市

（
下
佐
谷
）
に
あ
る
安
田
果
樹

園
は
千
代
田
地
区
最
大
の
面
積

を
ほ
こ
る
果
樹
園
で
、
８
月
中

旬
は
梨
狩
り
、
巨
峰
、
栗
、
柿

な
ど
沢
山
の
果
物
狩
り
が
楽
し

め
ま
す
。

こ
の
日
は
家
族
連
れ
で
の
参

加
も
多
く
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

も
楽
し
そ
う
に
ハ
サ
ミ
と
バ
ケ

ツ
を
持
っ
て
木
に
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
る
ブ
ド
ウ
を
覗
い
て
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

会
話
を
し
な
が
ら
、
ブ
ド
ウ
を

頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

「大きなブドウが採れたよ～」

那
珂
湊
漁
港
は
、
日
本
有

数
の
沿
岸
・
沖
合
漁
業
で
栄
え

て
お
り
、
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ

た
新
鮮
な
魚
介
類
が
、
そ
の
場

で
試
食
し
な
が
ら
購
入
で
き
る

市
場
と
し
て
知
ら
れ
、
連
日
観

光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

市
場
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、
昼
食

は
漁
港
で
撮
れ
た
新
鮮
な
お
刺

身
定
食
を
い
た
だ
き
、
昼
食
後

に
は
買
い
物
を
楽
し
む
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
国
営
ひ
た
ち
海
浜

公
園
で
秋
の
草
花
や
遊
園
地
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
を
満
喫
し

ま
し
た
。

ま
た
、
園
内
の
古
民
家
で
ス

ス
キ
を
使
っ
て
フ
ク
ロ
ウ
を
作

る
体
験
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
受
付
は
終
了
し
て
い

ま
し
た
が
、
住
宅
デ
ー
や
区
民

ま
つ
り
に
の
参
考
に
な
り
ま
し

た
。帰

り
の
バ
ス
で
は
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
や
映
画
鑑
賞
を
し
な
が

ら
過
ご
し
、
無
事
に
支
部
に
到

着
、
閉
会
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
大
変
楽
し

か
っ
た
、
参
加
し
て
よ
か
っ

た
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
景
品
が

当
た
っ
て
嬉
し
か
っ
た
、
次
回

も
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
喜
び

家族でブドウを選んでいます

バ
ス
の
中
で
は
、
八
木
橋
分
会

長
よ
り
挨
拶
と
津
田
委
員
長
か

ら
荒
川
区
民
ま
つ
り
の
お
知
ら

せ
、
分
会
共
済
ミ
ニ
学
習
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

安
田
果
樹
園

ぶ
ど
う
狩
り

の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

役
員
一
同
来
年
も
頑
張
っ
て

企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。

でな
魚
介

類
を
お
土
産
に

於：草加健康センター

事
業
所
分
会
秋
の
味
覚
狩
り

宴会でのカラオケを楽しむ
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荒
川
支
部
と
し
て
初
め
て
頂

く
機
関
紙
賞
は
、
日
ご
と
に
教

宣
部
員
の
中
で
話
が
盛
り
上
が

り
、
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

当
時
担
当
し
て
い
た
小
池
書

記
が
退
職
し
て
、
新
た
に
教
宣

部
担
当
と
な
っ
た
篠
木
書
記
の

時
に
、
表
彰
式
を
迎
え
ま
し

た
。「

お
れ
た
ち
」
の
６
０
０
号

達
成
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

創
刊
号
か
ら
79
号
位
ま
で
は

ガ
リ
版
刷
り
、
そ
の
後
活
字
印

刷
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
と
進
ん
で

き
ま
し
た
。
年
数
回
し
か
発
行

で
き
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、
現

在
の
パ
ソ
コ
ン
編
集
で
毎
月
発

行
と
な
り
、
記
事
集
め
か
ら
紙

面
づ
く
り
と
教
宣
部
の
皆
さ
ん

の
大
変
な
努
力
が
あ
っ
て
６
０

０
号
達
成
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
組
合
活
動
を
全
員
に
知
ら

せ
、
組
合
の
羅
針
盤
と
し
て
大

２
０
１
３
年
新
た
な
新
年
を

迎
え
た
１
月
の
あ
る
日
、
船
橋

書
記
長
か
ら
「
川
又
さ
ん
、
土

建
本
部
か
ら
連
絡
が
入
っ
て
、

支
部
の
『
お
れ
た
ち
』
が
機
関

紙
賞
を
と
り
ま
し
た
」
と
電
話

が
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
価
値
あ

る
賞
か
も
わ
か
ら
な
い
と
の
私

の
返
事
に
、
船
橋
さ
ん
は
「
大

変
な
賞
な
ん
で
す
よ
！
機
関
紙

の
最
高
峰
で
す
よ
」
と
言
わ

れ
、
「
あ
あ
そ
う
で
す
か
」
と

返
事
し
た
事
を
、
今
で
も
忘
れ

ま
せ
ん
。

そ
の
後
土
建
本
部
で
の
教
宣

部
会
で
、
３
支
部
の
中
で
一
紙

だ
け
審
査
委
員
か
ら
選
ば
れ
る

賞
と
知
り
驚
き
ま
し
た
。

教
宣
部
員
の
諸
先
輩
方
が
始

め
た
「
匠
の
町
・
あ
ら
か
わ
」

な
ど
、
こ
つ
こ
つ
と
努
力
し
た

お
か
げ
で
、
こ
の
賞
を
頂
く
事

が
出
来
た
の
で
す
。

支
部
機
関
紙
「
お
れ
た
ち
」

６
０
０
号
発
行
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
継
続
し
た
運
動

は
携
わ
っ
た
人
達
の
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
努
力
の
賜
物
と
存
じ
ま

す
。
歴
代
の
教
宣
部
員
の
皆
様

に
改
め
て
深
甚
な
る
敬
意
を
表

し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

専
門
部
そ
れ
ぞ
れ
違
い
は
有

り
ま
す
が
、
新
聞
を
作
る
と
言

う
こ
と
は
実
務
が
多
く
足
で
稼

ぐ
大
変
な
取
り
組
み
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
変
な
仕
事
を

受
け
継
ぎ
継
承
し
て
い
る
教
宣

部
員
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。

８
０
０
号
、
１
０
０
０
号
を
目

指
し
て
更
な
る
発
展
と
継
承
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

荒
川
支
部
の
『
お
れ
た
ち
』
が
10
月
で
６
０

０
号
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

現
存
し
て
い
る
古
い
も
の
は
１
９
５
７
年
１

月
発
行
の
第
22
号
で
す
。

こ
の
間
、
何
ケ
月
か
休
刊
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
発
行
で
き
た
こ
と
は
、

一
重
に
歴
代
の
各
分
会
の
教
宣
部
員
と
と
り
ま

と
め
の
支
部
の
教
宣
部
長
が
奮
闘
し
た
た
ま
も

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
歴
代
の
担
当
書
記
も
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

来
月
か
ら
は
７
０
０
号
に
向
け
て
沢
山
の
情

報
を
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

が
た
み
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

趣
味
で
あ
る
読
書
は
子
供
の

頃
か
ら
で
歴
史
の
本
が
好
き
で

時
間
を
忘
れ
て
読
み
ふ
け
っ
た

そ
う
で
す
。

現
在
、
教
宣
部
員
と
し
て
活

動
を
し
て
い
る
原
点
は
戦
争
体

験
か
ら
で
『
人
の
幸
せ
は
平
和

で
あ
る
』
こ
と
が
一
番
と
強
い

信
念
か
ら
で
す
。

土
建
国
保
の
大
切
さ
を
広
く

伝
え
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い

ま
す
。

終
戦
の
半
年
前
に
戦
死
さ
れ
ま

し
た
。

伯
父
さ
ん
が
大
工
を
し
て
い

た
事
で
15
歳
で
伯
父
さ
ん
所
で

修
行
を
し
ま
し
た
。

青
森
と
言
う
土
地
柄
、
冬
は

一
階
が
雪
に
埋
も
れ
る
ほ
ど
降

り
こ
の
時
期
は
仕
事
も
出
来
ず

20
歳
の
時
に
上
京
し
ま
し
た
。

横
浜
で
い
と
こ
が
大
工
を
し

て
い
た
事
で
身
を
寄
せ
て
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
26
歳
で
独
立
し
28
歳

で
結
婚
を
し
ま

し
た
。

土
建
組
合
へ

は
江
戸
川
区
で

大
工
を
し
て
い

た
友
人
か
ら
勧

め
ら
れ
昭
和
57

年
12
月
、
荒
川

支
部
に
加
入
し

ま
し
た
。
10
年

前
に
は
脳
腫
瘍

の
摘
出
手
術
、

８
年
前
に
は
心

臓
手
術
、
４
年

前
に
は
骨
折

と
、
土
建
国
保

に
は
大
変
あ
り

２０１８年１０月１０日 第６００号

「おれたち」の原稿を書く様子

執
行
委
員
、
厚
生
文
化
部
部
長

と
し
て
長
き
に
わ
た
り
組
合
運

動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

若
月
さ
ん
を
知
る
分
会
の
仲

間
は
「
と
て
も
温
厚
で
人
柄
も

良
く
、
組
合
拡
大
に
は
積
極
的

に
参
加
を
し
て
く
れ
ま
し
た
」

と
生
前
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

●
若
月

賢
次
郎
さ
ん

９
月
29
日
逝
去

享
年
74

（
南
千
住
・
塗
装
工
）

若
月
賢
次
郎
さ
ん
は
、
２
０

０
０
年
か
ら
07
年
に
執
行
委

員
、
10
年
か
ら
13
年
に
は
常
任

竹
達
さ
ん
は
南
千
住
に
あ

っ
た
鐘
紡
に
勤
め
て
い
た
親

戚
の
縁
故
で
お
父
様
が
入
社

し
、
昭
和
16
年
に
家
族
で
青

森
県
か
ら
上
京
し
ま
し
た
。

当
時
は
戦
時
中
で
鐘
紡
も

軍
事
工
場
と
な
り
昼
夜
問
わ

ず
の
作
業
で
し
た
。

第
五
瑞
光
小
学
校
に
通
学

し
て
い
た
が
東
京
が
危
な
く

な
り
妹
と
二
人
で
青
森
の
お

父
様
の
実
家
に
疎
開
し
ま
し

た
。父

親
は
軍
隊
に
招
集
さ
れ

竹達 浩さん（南千住） 44

き
な
活
動
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
担
当
し
た
皆
様
に
は
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
教
宣
部
が
若

い
人
の
知
恵
と
努
力
を
取
り
入

れ
益
々
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
「
荒
川
支
部
機
関

紙
お
れ
た
ち
」
が
６
０
０
号
達

成
と
い
う
こ
と
で
私
、
教
宣
部

長
と
し
て
大
変
光
栄
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
組
合

員
の
方
々
の
協
力
と
教
宣
部
員

の
地
道
な
取
材
の
た
ま
も
の
で

す
。地

域
に
密
着
し
た
「
匠
の
町

・
あ
ら
か
わ
」
は
支
部
独
自
の

素
晴
ら
し
い
記
事

だ
と
思
い
ま
す
。

毎
回
紙
面
づ
く
り

は
大
変
で
す
の
で

仲
間
の
み
な
さ
ん

の
協
力
が
な
い
と

出
来
な
い
の
で
こ

れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
。
11
月
か
ら
は

７
０
０
号
に
向
か

っ
て
益
々
、
支
部

が
元
気
に
な
る
よ

う
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

組合の

道しるべ

として

今 でも

忘れない

機関紙 は

組合の軌跡

執
行
委
員
長

津
田

宗
久

前
執
行
委
員
長

川
又

好
一

元
執
行
委
員
長

豊
田

佳
二

教
宣
部
長

増
山

國
吉

現在までの新聞の移り変わり

７００号
に
向けて

●
江
草

英
明
さ
ん

９
月
25
日
逝
去

享
年
69

（
日
暮
里
一
・
内
装
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。


